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今
秋
発
行
の
新
一
万
円

札
に
平
等
院
の
鳳
凰
像
が

描
か
れ
る
予
定
で
あ
る
。
十
円
硬

貨
、
二
千
円
札
に
続
き
、
宇
治
に

ち
な
ん
だ
お
金
が
三
種
類
揃
う
こ

と
に
な
る
が
、
新
一
万
円
札
発
行

記
念
事
業
の
進
捗
状
況
及
び
こ
れ

ま
で
の
経
過
は
。

昨
年
京
滋
バ
イ
パ
ス
が

名
神
高
速
道
路
と
結
ば
れ

た
こ
と
か
ら
、
山
陽
、
東
海
エ
リ

ア
で
の
高
速
道
路
サ
ー
ビ
ス
エ
リ

ア
や
鉄
道
駅
で
の
観
光
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
行
い
、
広
く
観
光
客
の
誘

致
を
進
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本

市
観
光
の
基
本
方
針
と
し
て
、
メ

デ
ィ
ア
の
活
用
と
展
開
、
パ
ッ
ケ

ー
ジ
化
と
周
遊
の
促
進
、
観
光
都

市
の
基
盤
整
備
、
観
光
タ
イ
ア
ッ

プ
の
強
化
を
四
つ
の
柱
と
し
て
観

光
振
興
を
図
っ
て
い
る
。

新
一
万
円
札
の
発
行
事
業
に
つ

い
て
は
、
観
光
に
関
す
る
情
報
発

信
の
仕
掛
け
や
工
夫
、
宇
治
の
活

性
化
に
も
つ
な
が
る
よ
う
に
留
意

し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。
現

在
、
事
業
を
よ
り
効
果
的
な
も
の

に
す
る
た
め
、
行
政
だ
け
で
は
な

く
、
観
光
協
会
や
商
工
会
議
所
等

と
も
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
、

宇
治
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
で
き

る
よ
う
協
議
を
進
め
て
い
る
。

シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
や
空

き
店
舗
は
、
商
店
街
の
疲

弊
の
代
名
詞
と
な
っ
て
い
る
。
大

型
店
の
進
出
や
コ
ン
ビ
ニ
の
深
夜
、

年
中
無
休
営
業
が
商
店
街
を
圧
迫

さ
せ
、
新
た
な
大
型
店
の
建
設
は

死
活
問
題
で
あ
る
。
こ
の
状
況
を

ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

商
店
街
の
空
洞
化
が
進

ん
だ
原
因
は
大
型
店
の
影

響
も
あ
る
が
、
社
会
、
経
済
構
造

の
変
化
に
対
応
し
た
消
費
者
ニ
ー

ズ
の
変
化
や
、
販
売
形
態
の
多
様

化
な
ど
複
合
的
な
影
響
と
考
え
る
。

そ
こ
で
、
商
店
街
の
振
興
の
た
め

に
は
、
現
在
の
消
費
者
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
た
魅
力
あ
る
も
の
に
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
、
商
店
街
自
身

の
主
体
的
か
つ
積
極
的
な
取
り
組

み
が
不
可
欠
で
あ
る
。
本
市
で
は
、

商
工
業
団
体
が
実
施
す
る
活
性
化

事
業
に
対
す
る
支
援
や
、
各
種
融

資
制
度
に
対
す
る
助
成
制
度
の
充

実
を
図
っ
て
き
た
。
ま
た
、
今
年

度
よ
り
新
た
に
空
き
店
舗
の
活
用

に
対
す
る
助
成
制
度
を
創
設
、
宇

治
橋
通
り
で
は
京
都
府
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路

の
整
備
に
向
け
て
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
。
今
後
と
も
、
商
店
街

振
興
を
重
要
課
題
と
位
置
付
け
、

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

答

任
意
の
合
併
問
題
協
議

会
が
解
散
さ
れ
た
後
、
本

市
を
取
り
巻
く
状
況
は
大
き
く
変

わ
っ
た
。
市
町
村
合
併
に
つ
い
て
、

改
め
て
市
長
が
積
極
的
に
ア
ク
シ

ョ
ン
を
起
こ
す
こ
と
こ
そ
、
民
意

に
こ
た
え
る
も
の
と
考
え
る
が
、

現
時
点
で
の
市
長
の
見
解
は
。

合
併
に
対
す
る
私
の
基

本
的
な
考
え
方
は
、
今
後

の
地
方
公
共
団
体
の
運
営
に
大
き

な
影
響
を
与
え
る
課
題
で
あ
り
、

広
域
的
な
行
政
の
推
進
、
合
併
問

題
は
避
け
て
通
れ
な
い
課
題
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
同
時
に
、

合
併
が
市
民
に
理
解
さ
れ
、
か
つ

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が

る
面
も
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
る
。
宇
治
市
民
に
と
っ
て
合
併

を
考
え
た
場
合
、
中
核
市
へ
の
移

行
が
想
定
さ
れ
る
。
中
核
市
に
な

る
と
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化

が
図
れ
る
等
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

と
さ
れ
て
い
る
。
合
併
は
将
来
の

地
域
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
有

効
な
手
段
と
し
て
継
続
し
た
議
論

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

今
後
の
状
況
を
見
定
め
て
、
新
し

い
動
き
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
こ

れ
ま
で
の
協
議
を
踏
ま
え
て
、
積

極
的
に
対
処
を
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。

問答

一般質問 要 旨
空
洞
化
が
進
む
商
店
街
に

対
す
る
市
長
の
見
解
は

―
答
弁
―
重
要
課
題
と
位
置
付
け
、

振
興
に
積
極
的
に
取
り
組
む

商　工問答

平
成
十
六
年
六
月
定
例
会
の
一

般
質
問
は
、
六
月
十
五
日
、
十

六
日
、
十
七
日
の
三
日
間
に
わ

た
っ
て
行
わ
れ
、
十
五
人
の
議

員
が
質
問
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

紙
面
の
都
合
に
よ
り
、
そ
の
一

部
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
町
村
合
併
に
対
す
る

現
在
の
市
長
の
見
解
は

―
答
弁
―
新
し
い
動
き
が
あ
っ
た
際
に
は

積
極
的
に
対
処
す
る

市町村合併問

観光行政について

―答弁―宇治の魅力を全国に

発信していきたい

観
　
光

自
治
体
が
発
注
す
る
公

共
事
業
に
つ
い
て
、
請
負

契
約
額
が
安
い
だ
け
で
判
断
せ
ず

障
害
者
の
就
労
率
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４

０
０
１
認
証
取
得
な
ど
の
項
目
を

点
数
に
し
て
、
総
合
点
数
が
高
い

請
負
業
者
と
契
約
を
結
ぶ
総
合
評

価
一
般
競
争
入
札
を
導
入
し
て
は
。

総
合
評
価
一
般
競
争
入

札
方
式
を
採
用
す
る
場
合
、

あ
ら
か
じ
め
価
格
そ
の
他
の
条
件

が
当
該
地
方
公
共
団
体
に
と
っ
て

最
も
有
利
な
も
の
を
決
定
す
る
た

め
の
落
札
者
決
定
基
準
を
定
め
て

お
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、

落
札
決
定
基
準
を
定
め
る
場
合
、

あ
ら
か
じ
め
学
識
経
験
を
有
す
る

者
の
意
見
を
聞
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
な
ど
も
地
方
自
治
法
に

規
定
さ
れ
て
い
る
。
大
阪
府
で
は
、

障
害
者
の
雇
用
促
進
を
中
心
と
し

た
行
政
の
福
祉
化
の
推
進
や
環
境

保
護
な
ど
、
契
約
を
通
じ
た
府
政

の
重
要
施
策
の
推
進
と
い
う
目
的

を
あ
わ
せ
持
つ
観
点
で
、
総
合
評

価
一
般
競
争
入
札
に
取
り
組
ま
れ

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
今
後

の
多
様
な
入
札
契
約
方
法
を
考
え

て
い
く
上
で
大
変
参
考
に
な
る
も

の
で
あ
り
、
入
札
・
契
約
制
度
改

革
の
課
題
と
し
て
詳
細
に
調
査
、

研
究
し
て
い
き
た
い
。

答

問
福祉、環境に配慮した
入札方式の導入を

―答弁―入札・契約制度改革の

課題として調査、研究する

入
　
札

市
内
の
交
通
事
故
の
実

態
を
見
る
と
、
毎
年
増
加

傾
向
に
あ
る
。
市
民
の
生
命
、
安

全
を
守
る
行
政
の
任
務
と
し
て
、

交
通
事
故
を
減
少
さ
せ
る
方
法
に

つ
い
て
、
ソ
フ
ト
面
、
ハ
ー
ド
面

で
市
は
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ

て
い
る
の
か
。

ソ
フ
ト
面
に
つ
い
て
は
、

宇
治
市
交
通
安
全
対
策
協

議
会
に
お
い
て
、
Ｊ
Ｒ
宇
治
駅
前

で
の
街
頭
啓
発
を
は
じ
め
、
市
役

所
前
で
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
の
街
頭
啓
発

を
行
っ
て
い
る
。
今
年
新
た
に
自

転
車
利
用
者
の
マ
ナ
ー
向
上
と
交

通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る
た
め
、

薄
暮
時
に
交
通
事
故
が
多
い
こ
と

か
ら
、
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
府
民

運
動
の
実
施
や
、
迷
惑
駐
車
を
な

く
そ
う
府
民
運
動
の
実
施
な
ど
各

種
運
動
を
展
開
し
て
い
る
。

ま
た
ハ
ー
ド
面
で
は
第
四
次
総

合
計
画
に
基
づ
き
、
幹
線
道
路
の

歩
車
道
の
分
離
や
横
断
歩
道
の
設

置
に
よ
り
安
全
対
策
を
講
じ
る
と

と
も
に
、
生
活
道
路
に
つ
い
て
は

通
過
交
通
の
排
除
と
ス
ピ
ー
ド
を

抑
制
す
る
よ
う
な
道
路
整
備
及
び

道
路
反
射
鏡
や
路
面
等
に
注
意
を

促
す
表
示
・
標
識
、
防
護
策
の
設

置
に
努
め
て
い
る
。

交
通
事
故
を
減
少
さ
せ
る

対
策
に
つ
い
て

―
答
弁
―
ラ
イ
ト
点
灯
府
民
運
動
な
ど

積
極
的
に
取
り
組
む

交通安全問答

条
例
制
定
に
際
し
、
男

女
平
等
の
理
念
の
明
記
、

相
談
窓
口
の
設
置
、
事
業
者
の
責

務
、
Ｄ
Ｖ(

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・

バ
イ
オ
レ
ン
ス
。
夫
や
恋
人
等
か

ら
の
暴
力)

へ
の
対
応
策
、
行
動

計
画
に
基
づ
く
施
策
の
実
施
状
況

の
公
表
や
、
母
性
の
保
護
と
健
康

増
進
等
を
求
め
る
が
市
の
見
解
は
。

男
女
平
等
の
理
念
に
つ

い
て
は
本
市
の
男
女
共
同

参
画
の
推
進
に
ふ
さ
わ
し
い
表
現

を
検
討
し
た
い
。
相
談
窓
口
の
必

要
性
及
び
雇
用
の
場
で
の
男
女
差

別
の
解
消
に
つ
い
て
は
十
分
理
解

し
て
い
る
。
Ｄ
Ｖ
に
つ
い
て
は
、

昨
年
四
月
男
女
共
同
参
画
支
援
セ

ン
タ
ー
の
オ
ー
プ
ン
を
機
に
Ｄ
Ｖ

対
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
の
設
置

な
ど
対
策
の
充
実
を
図
っ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
緊
急
時
に
つ
い
て
は
、

京
都
府
婦
人
相
談
所
や
近
隣
の
民

間
シ
ェ
ル
タ
ー
と
の
連
携
の
も
と
、

被
害
女
性
の
一
時
保
護
や
自
立
支

援
に
努
め
て
き
た
。
民
間
シ
ェ
ル

タ
ー
へ
の
助
成
に
つ
い
て
も
先
進

市
の
事
例
を
参
考
に
広
域
的
な
課

題
と
し
て
検
討
し
た
い
。
実
施
状

況
の
報
告
、
母
性
保
護
に
つ
い
て

も
重
要
な
こ
と
と
認
識
し
て
い
る
。

今
後
、
条
例
制
定
に
向
け
て
鋭
意

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

男
女
平
等
条
例
の
制
定
に
向
け
て

市
の
見
解
は

―
答
弁
―
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
向
け

鋭
意
取
り
組
む

男女共同参画問答

平
等
院
の
借
景
問
題
に

端
を
発
し
、
都
市
景
観
条

例
が
制
定
さ
れ
た
が
宇
治
橋
通
り

に
新
し
い
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
の
計

画
が
あ
る
。
世
界
遺
産
を
台
無
し

に
し
な
い
た
め
、
歯
止
め
の
方
法

が
あ
る
の
か
、
ま
た
市
は
ど
の
よ

う
な
姿
勢
で
臨
む
の
か
。

本
市
は
世
界
遺
産
を
含

む
歴
史
的
建
造
物
と
宇
治

川
を
中
心
と
す
る
自
然
景
観
に
恵

ま
れ
た
美
し
い
都
市
で
あ
り
、
こ

の
美
し
さ
を
継
承
し
、
創
造
し
て

い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
景
観
条

例
が
制
定
さ
れ
た
が
、
こ
の
条
例

を
ど
の
よ
う
な
形
で
運
用
し
て
い

く
か
が
重
要
で
あ
る
。
条
例
で
は
、

市
民
及
び
事
業
者
の
責
務
を
明
記

し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か

ら
積
極
的
に
都
市
景
観
の
形
成
に

寄
与
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
し
て
い
る
。
事
業
者
に

対
し
、
こ
の
条
例
の
理
念
を
十
分

に
伝
え
る
と
と
も
に
、
近
隣
の
住

民
及
び
市
民
す
べ
て
の
意
見
を
踏

ま
え
て
指
導
し
て
い
く
こ
と
が
市

に
課
せ
ら
れ
た
責
務
で
あ
る
。
あ

く
ま
で
も
条
例
は
指
導
、
助
言
の

域
は
出
な
い
も
の
の
、
こ
の
美
し

い
都
市
を
守
る
た
め
に
、
事
業
者

に
対
し
て
も
十
分
に
そ
の
意
を
尽

く
し
て
い
き
た
い
。

世界文化遺産の景観を
守るについて

―答弁―事業者に対し条例の

趣旨を踏まえて指導する

景
　
観

問

答

▲6月定例議会場風景


